
１．ねらい　

　 皆 さんは 手 や 身体 を 洗 ったりするときにセッケンを 使 いますね。セッケンを 水 に 溶 かすと
みな て からだ あら つか みず と

その 溶  液 は 非  常 に 泡  立 った 状  態 になります。この 泡 が 大 きくなったものがシャボン 玉 です。
よう えき ひ じょう あわ だ じょう たい あわ おお だま

ここでは 下 の 写  真 にあるように 人  間 の 上  半  身 が 完  全 にスッポリと 入 ってしまうような大きな
した しゃ しん にん げん じょう はん しん かん ぜん はい

シャボン 玉 を 膨 らませます。この大きなシャボン 玉 ドームの 内  側 に 入 って 外  側 の 世  界 をのぞ
だま ふく だま うち がわ はい そと がわ せ かい

いてみましょう。さあ，あなたはこの 巨  大 シャボン 玉 ドームの 中 にうまく 入 ることができる
きょ だい だま なか はい

でしょうか？

２．やりかた　

　１． 巨  大 シャボン 玉 ドーム 作  製  装  置  内 にゲスト（ 本 テーマ 体  験  者 ）の 人 にしゃがんだ 姿  勢 
きょ だい だま さく せい そう ち ない ほん たい けん しゃ ひと し せい

のままで入ってもらい， 入  口 ドアを 閉 めます。
いり ぐち し

　２． 実  験 をしているお 兄 さんやお 姉 さんが 鉄 パイプで 装  置  上  部 に 据 え 付 けたタライの 表 
じっ けん にい ねえ てつ そう ち じょう ぶ す つ ひょう

 面 をなぞり，タライ 表  面 にセッケン 液 の 薄 い 膜 を作ります。
めん ひょう めん えき うす まく

　３． 装  置  下 から 扇  風  機 で 風 を 送 り， 大 きな 球  状 のシャボン 玉 を 膨 らませます。
そう ち した せん ぷう き かぜ おく おお きゅう じょう だま ふく

　４． 合  図 と 共 にゲストに 立 ち 上 がってもらい 外  側 の 世  界 をのぞいてもらいます。
あい ず とも た あ そと がわ せ かい

　５． 同  時 にその 様  子 をデジタルカメラで 記  念  撮  影 し，ポストカードを作ります。
どう じ よう す き ねん さつ えい

３．わかること　

　シャボン 玉 は 一  体 ，どうしてできるのでしょうか。これは 水 に 溶 かしたセッケン 分  子 の 性 
だま いっ たい みず と ぶん し せい

 質 が 関  係 しているのです。 通  常 ， 水 の 表  面 では 水  分  子 がお 互 いに 引 っ 張 りあってひとつにま
しつ かん けい つう じょう みず ひょう めん みず ぶん し たが ひ ぱ

とまろうとする 力 （ 表  面  張  力 と言います。）が 働 いています。このため 水 だけでは 薄 い 膜 に
ちから ひょう めん ちょう りょく はたら みず うす まく

なったり， 広 がったりはできません。しかしセッケン 水 の 場  合 にはセッケン 分  子 は 表  面 に 集 
ひろ すい ば あい ぶん し ひょう めん あつ

まりやすい 性  質 を 持 っているために，セッケン 水 の 表  面 では，セッケン 分  子 がたくさん 集 まっ
せい しつ も すい ひょう めん ぶん し あつ

ていて， 水  分  子 がお 互 いにつながろうとするのを 邪  魔 しています。このために 水  分  子 のまと
みず ぶん し たが じゃ ま みず ぶん し

まろうとする 力 ，つまり 表  面  張  力 が 非  常 に 小 さくなり，シャボン 玉 を 大 きく 膨 らませること
ちから ひょう めん ちょう りょく ひ じょう ちい だま おお ふく

ができるのです。

4． 注  意 すること　
ちゅう い

　もしもシャボン 玉 の 溶  液 が 口 や 目 の 中 に 入 った 場  合 には，す
だま よう えき くち め なか はい ば あい

ぐに 水  道  水 でうがいをしたり， 目 をよく 洗 って 下 さい。また，
すい どう すい め あら くだ

 巨  大 シャボン 玉 ドーム 作  製  装  置 の 中 に 入 る 場  合 には 実  験 をして
きょ だい だま さく せい そう ち なか はい ば あい じっ けん

いるお 兄 さんやお 姉 さんの 指  示 に 従 って 下 さいね。
にい ねえ し じ したが くだ
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 巨 
きょ

 大 シャボン 玉 ドームに 入 ってみよう
だい だま はい
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